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浮穴，他：障害幼児の交流教育における評価法の開発

障害幼児の交流教育における評価法の開発

── コミュニケーション行動を中心としたチェックリストの試用による検討 ──

Development of a Rating Scale for Infants with Special Needs in Inclusive Education
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要　　旨

　障害のある幼児が，交流学習場面で自分の獲得しているコミュニケーションスキルをどの程度発揮できているか，ま
た交流学習を通してどう変化したかについて評価することを目的としたチェックリストの有用性と活用・発展の可能性
について検討した。方法として，交流学習に参加した障害幼児への適用を通して検証した。その結果，具体的なコミュ
ニケーションスキル項目は，子どもの変化やスキル発揮の安定性を追うことのできる項目として適していると示唆され
た。また，設定場面や自由遊び場面といった場面ごとの評価では，子どもの変化を追うことは難しいが，その日の活動
を振り返る際には有用であると考えられた。一方，場面ごとのスキル発揮状況の違いを拾い上げることはできず，うま
くやれている場面，うまくやれていない場面をみていくことはできなかった。支援と評価が一体化した評価スケールの
開発を進めていくことが今後の課題といえる。
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